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学校保健安全法施行規則の一部改正について（ 通知）  

 

 

こ の度、 「 学校保健安全法施行規則の一部を 改正する 省令」 （ 令和４ 年文部科学省

令第41号） が別添のと おり 公布さ れ、 令和５ 年４ 月１ 日から 施行さ れる こ と と なり ま

し たので通知し ま す。 本改正の趣旨及び内容は下記のと おり ですので、 内容を 十分御

了知の上、 貴管内の学校に対し て遅滞なく 周知を お願いする と と も に、 各都道府県知

事、 各都道府県教育委員会教育長及び構造改革特別区域法第12条第1項の認定を 受けた

各地方公共団体の長におかれては、 それぞれ所轄の私立学校、 域内の市町村教育委員

会及び所轄の学校設置会社の設置する 学校に対し 、 本件につき 御周知く ださ いま すよ

う 併せてお願いし ま す。  

 

記 

 

第一 改正の趣旨 

 令和４ 年９ 月に静岡県牧之原市の幼保連携型認定こ ど も 園において、 送迎用バス

に園児が置き 去り にさ れ、 亡く なる 事案が起き たこ と を 受け、 こ ど も 政策担当大臣

を議長と する 関係府省会議が開催さ れ、 幼児等の所在確認と 安全装置の装備の義務

付けを 含む「 こ ど も のバス 送迎・ 安全徹底プラ ン」 が10月に取り ま と めら れた。  

こ れを 受け、 学校保健安全法施行規則について、 所要の改正を 行う も のである 。  

 



 

第二 改正の内容 

 １  本則 

  学校保健安全法施行規則において以下２ 点を義務付ける 。  

① 学校（ 学校教育法（ 昭和二十二年法律第二十六号） 第一条に規定する 学校及

び専修学校） において、 児童生徒等の通学、 校外学習等のために自動車を 運

行する と き は、 児童生徒等の自動車への乗降車の際に、 点呼等の方法によ り

児童生徒等の所在を確認する こ と 。  

② 幼稚園及び特別支援学校においては、 通学用の自動車（ ※１ ） を 運行する と

き は、 当該自動車にブザーその他の車内の児童生徒等の見落と し を 防止する

装置を 装備し 、 当該装置を 用いて、 降車時の①の所在確認を する こ と 。  

※１  安全装置を 装備し なく ても 、 確実に児童生徒等の所在確認が行われる

と 考えら れる ２ 列以下の自動車等を 除く 。  

 

 ２  附則 

( １ )   施行期日 

  令和５ 年４ 月１ 日と する 。  

( ２ )    経過措置 

１ ②の規定については経過措置を 設け、 ブザーその他の車内の児童生徒等の

見落と し を 防止する 装置を備える こ と が困難である 場合は、 令和６ 年３ 月31日

ま での間、 車内の児童生徒等の所在の見落と し を防止する ための代替的な措置

を 講ずる こ と と し て差し 支えないこ と と する 。  

 

第三 留意事項 

 １  所在確認 

第二１ ①の所在確認は、 送迎用バス の運行に限ら ず、 学校において校外学習等

の際の移動のために自動車を 運行する すべての場合が対象と なる 。  

 

２  安全装置に係る 義務付けの対象と なる 自動車 

通学を 目的と し た自動車のう ち、  座席（ ※２ ） が２ 列以下の自動車を 除く 全て

の自動車が原則と し て安全装置に係る 義務付けの対象と なる 。  

なお、 座席が２ 列以下の自動車と 同様に義務付けから 除外さ れる 「 その他利用

の態様を 勘案し てこ れと 同程度に児童生徒等の見落と し のおそれが少ないと 認め

ら れる も の」 については、 例えば、 座席が３ 列以上ある も のの、 児童生徒等が、

確実に３ 列目以降が使用でき ないよ う に児童生徒等が確実に通過でき ない鍵付き

の柵を 車体に固着さ せて２ 列目ま でと ３ 列目以降を 隔絶する こ と など が考えら れ

る が、 安全装置が義務付けら れる 経緯・ 趣旨に鑑み、 その判断は十分慎重に行う

こ と 。  

※２  「 座席」 には、 車椅子を使用する 児童生徒等が当該車椅子に乗っ たま ま

乗車する ためのス ペース を含む。  



 

 ３  装備すべき 安全装置 

 「 ブザーその他の車内の児童生徒等の見落と し を 防止する 装置」 は、 国土交通

省が令和４ 年12月20日に策定・ 公表し た「 送迎用バス の置き 去り 防止を支援する

安全装置のガイ ド ラ イ ン」 に適合する も のである こ と が求めら れる こ と 。 なお、

本ガイ ド ラ イ ンに適合する 装置については、 今後、 内閣府において、 国土交通省

と 連携し 、 一覧化し たリ ス ト を 作成・ 公表する 予定であり 、 当該リ ス ト を 参考に

選定する こ と が可能である こ と 。  

 

４  実効性の確保等 

 今回の省令改正で安全装置の装備が義務付けら れる 幼稚園と 特別支援学校にお

いては、 上記のガイ ド ラ イ ン に適合する 安全装置の送迎用バス への装備について

遺漏ないよ う 取り 組ま れたいこ と 。  

ま た、 児童生徒等の所在確認については、 各学校においてこ れま でも 教育活動

の前提と し て必然的に実施さ れてき たも のである が、 今回の省令改正によ って法

令上位置付けら れたこ と に鑑み、 学校安全の基本と なる と いう 認識を 共有する と

と も に、 自動車等への乗降の場合に限ら ず、 学校生活の中で場面が変わる 際の所

在確認の在り 方について見直す機会と さ れたいこ と 。  

なお、 具体の所在確認に当たっては、 児童生徒等の年齢や発達段階に応じ て適

切な方法によ って行われる こ と が望ま し いこ と 。  

 

５  施行期日 

 本改正省令の、 施行期日を 令和５ 年４ 月１ 日と し ている が、 所在確認は、 法令

上の直接的な規定の有無にかかわら ず、 徹底すべき であり 、 置き 去り が生じ ない

よ う 徹底さ れたいこ と 。  

  

６  経過措置 

 装備すべき 安全装置の導入が困難な場合も 考えら れる ため、 令和６ 年３ 月31日

ま での間、 代替的な措置を講ずる こ と と し ている が、 本義務付けの新設の趣旨に

鑑み、 可能な限り 令和５ 年６ 月末ま でに導入する よ う 努めていただき たい。  

 なお、 経過措置期間内において安全装置の装備がなさ れる ま での間について

も 、 バス 送迎における 安全管理を徹底する と と も に、 例えば、 運転席に確認を 促

すチェ ッ ク シート を 備え付ける と と も に、 車体後方に児童生徒等の所在確認を 行

っ たこ と を記録する 書面を備える など 、 児童生徒等が降車し た後に運転手等が車

内の確認を怠る こ と がないよ う にする ための所要の代替措置を 講ずる こ と 。  
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